
RSBUS-1 ハイパーターミナルでのデータ回収方法 

1ページ 株式会社オサシ・テクノス 

●RSBUS-1でハイパーターミナルを使用してデータ回収する手順 
例）１ｃｈ水位データの確認後、回収を行います。 
測点番号 10、記録開始時刻 1999/05/25 12:00 20分ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの場合 

 
(１) ご使用のパソコンと RSBUS-1データ処理装置をＲＳ２３２Ｃケーブルで接続します。 
 
(２) ハイパーターミナルを起動します。 

 
 
 
 

(３) メモリーカードを処理装置に挿入後、“ＲＥＡＤ－Ｗ”＋Ｅｎｔｅｒキーを入力します。 
入力は、全て半角英数大文字で行います。 
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初期設定を行います。 

(４) 測点番号を入力します。 
メモリーカードから情報を読み取り、デフォルト値 00 を表示しています。デフォルト
値から変更の無いときはそのままＥｎｔｅｒキーを、変更するときは、２桁の番号＋  

Ｅｎｔｅｒキーを入力してください。 
今回は“１０”+Ｅｎｔｅｒキーを入力します。 

 
 
 

(５) サンプリングインターバル時間を入力します。 
メモリーカード情報にインターバル時間が見つからなかった為、デフォルトは？？？

を表示しています。カッコ内の文字を入力してください。 
今回は“２０Ｍ”＋Ｅｎｔｅｒキーを入力します。（２０分インターバル） 
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(６) 記録開始時刻を入力します。 
メモリーカード情報に記録開始時刻が見つからなかった為、デフォルトは 0000/00/00 
00:00:00を表示しています。１３桁の数値を入力してください。 
今回は“１９９９０５２５１２００００”＋Ｅｎｔｅｒキーを入力します。（１９９９

年５月２５日１２時０分０秒） 
（“／”や“：”は自動的に表示していきます。） 

 
 
 

(７) 表示開始時刻を入力します。 
デフォルトは(5)で入力した記録開始時刻となります。任意の時刻からデータを表示した
いときに入力してください。 
今回はそのままＥｎｔｅｒキーを入力します。 

 
 
 

初期設定終了です。 
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データの表示開始です。 

(８) 初期設定終了と同時にデータを最終まで連続的に表示します。 
途中でスペースキーを押せば表示の一時停止・再開となり、その他のキーを押せば表

示を中断します。 

 
 
 
 

(９) データ表示終了です。 
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データ回収を行います。 

(１０) データを確認したので、回収を行います。 
転送→テキストのキャプチャをクリックしてください。 

 
 
 
 

(１１) データの転送先を指定します。 
Ｅｘｃｅｌ等で処理する場合は必ず拡張子に.ｃｓｖを付けてください。 
今回はＡドライブのＤＡＴＡ１０.ｃｓｖファイルに転送します。 

 
 
 
 

開始をクリックすると、それ以降画面に表示されたものは全てファイルに転送されます。 
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(１２) 再び“ＲＥＡＤ－Ｗ”を入力し初期設定を行います。 
  この時、それぞれ前回入力した値がデフォルト値となっていますので、変更無ければ 
  そのままＥｎｔｅｒキーを入力していきます。 

 
 
 
 

(１３) データ回収を終了します。 
データの表示が終了すると、転送→テキストのキャプチャ→停止をクリックします。 
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(１４) メモリーカードを処理装置より抜いて、ハイパーターミナルを終了します。 
続けて別のメモリーカードの処理を行う場合は、(2)から始めます。 
画面右上の×アイコンかファイル→ハイパーターミナルの終了をクリックし、はいを

クリックします。 

 

 
 
 
 

データの転送先にファイルが在るか確認してください。 
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●ＲＳＢＵＳ－１の設定内容とコマンド一覧の確認 
 
（１）“ＨＥＬＰ”（または“ＨＬＰ”、“？”）＋Ｅｎｔｅｒキーを入力します。  

 
 
 
 

（２）下記画面が表示されます。 
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●設定内容の変更 
例. メッセージを日本語にします。 
 
（１）“ＬＡＮＧ＝ＪＰＮ”＋Ｅｎｔｅｒキーを入力します。 

 
 
 

“ＯＫ”と表示が出たら設定完了です。 
 

（２）再度ＨＥＬＰコマンドを入力するとメッセージが日本語になっています。 

 
 
 
 
 


